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1.はじめに 
 国境石とは江戸時代に作られた標石で，その場
所が国境であることを示したものである(写真-1)．
現在も全国の県境で数多く残されており当時の国
境争い等の歴史的な経緯を示す貴重な標石である
ため，那珂川町では文化財にも指定されている 1)． 

 福岡県と佐賀県の県境であるかつての筑前国と
肥前国の国境の要衝として設置された国境石が
43 基現存しており，那珂川上流部には河道内に設
置されたものがある．このうち 4 基は建設中の五
ヶ山ダムの堪水区間に位置しており，ダム完成後
の保全方法が検討されている．五ヶ山ダムは昭和
53 年の大干ばつにより渇水対策ダムとして計画
され，平成 29 年に完成予定の総貯水容量 4,020
万 m3 を有する多目的ダムで那珂川の南畑ダムと
脊振ダムの間に建設中である 2)． 
那珂川町では，文化財である国境石をダム完成

後でも水没していない時には石が現位置で見える
ようにし，歴史的な遺産を継承していきたいと考
えている．ダム供用開始後には，水位変動による
土砂輸送が予想されるため，基礎情報として国境
石が現存している堪水区間上流部の地形を把握し，
ダム供用開始後においても国境石の保全可能な手
法について検討することを本研究の目的とする． 

2.調査方法 
 基準点となる地点の標高を求めるために RTK
測量(Trimble R4 GPS)を行った．レベル測量を併

用して調査地点区間の縦断測量を行った．更に調
査区間を 30m 間隔で細かく区分して勾配を求め
ることにより，出水や堪水の影響が顕著になる箇
所を抽出し，この区間に存在する国境石の保護対
策案を検討した． また，レーザースキャナ測量器
(FARO Focus３D)を使って断面を詳しく解析した．
この測量により，石の位置が座標として記録され，
石の存在地点を精確に把握することが出来る．定
期的にレーザースキャナ測量を行うことで，今後
の石の移動状況を詳しく把握するために行った． 
3.調査結果 
3.1 ダムによる石の水没状況 
 国境石は標高 387~398mの範囲に現存している．
ダムの常時満水位 407.1m よりも国境石存在地点
の標高は低くなるため，水没してしまう．梅雨期
や台風期は洪水調節分の雨水をダムに貯めるため，
夏季にはダムの水位は上がる．雨の少ない時期は
川に水を補給するため水位も下がり，石が出現す
る．ダムの水位の変動にともなって，国境石は姿
を表したり，隠れたりするのに伴い，土砂輸送も
発生するため，石の移動に関しても配慮する必要
がある． 
3.2  現在の河床状況 
(1)レーザースキャナ測量により得られた図を以
下に示す．今後，この結果を基に詳細な検討を行
なっていく(図-2,図-3)． 

(2)レベル測量 
河床勾配とともに河床低下についての現状を把

握するため，昨年と今年の測量結果を同時に示し
た(図 4,図-6)． 
本調査対象となる地点を計測すると平均的に約

1/15 の勾配であった(図-4,図-6)．国境石 A,B が存
在している区間の勾配は約 1/10 程度であり，かな
り急となっていることが分かった(図-7)．国境石Ｃ
地点では約 1/20 の勾配で国境石 D 地点は 1/30 程
度の勾配であった．河床低下について検討するた

 

写真-1 国境石 

 

図-2  3D 鳥瞰(標高段彩表示 10cm 間隔) 

 

図-3  3D スキャナから平面オルソ 

 

図-1 調査地点 



めに昨年の測量結果と比較すると，ほとんど変化
は無いと言えるものの，勾配が急な場所を中心に
数ヶ所で河床が低下していると考えられる．以下
に測量結果を示す． 

4.考察 
 国境石が存在している標高（387m~398m）は
常時満水位(407.1m)よりも低く，ダム湖に石が沈
むため土砂が堆積傾向にある．しかし，対象区間
はダム湖上流端にあたり，ダム湖下流端と比較し
て流速が速く，平常時に堆積した細粒分はダム湖
下流側に掃流される．ダム水位が, 対象区間の河

床高を下回ると大きな土砂が堆積し，輸送力より
もとどまる力が小さい上流側の土砂は下流側へと
掃流される 3)．このようなサイクルで土砂は掃流
されていくため，今回の調査結果から明らかにな
った勾配が約 1/15 程度のかなり急な場所では細
かい土砂は下流側へ掃流されると考えることがで
きる．よって，国境石存在地点は水没範囲である
が，堆砂は現時点では大きな問題にはならないと
考えられる． 
次に河岸の洗掘・浸食や河床低下については，4

つの国境石の地点の中では国境石 A,B 地点が特に
急勾配であるため，保護対策を優先的に考える必
要がある．勾配が急で掃流力も大きくなり，河岸
の洗掘，浸食や河床低下の可能性が高まる．図-4
より，この地点より下流の方でも少し河床が低下
していると考えられるため，下流で河床が低下す
ると連動して上流でも河床低下が進行していく可
能性がある．また，調査区間の川は蛇行している
(図-1)ため，右・左岸ともに洗掘の可能性はこれか
らも十分に考えられる．河岸の細かい土砂が削ら
れて崩れていくことは勾配が急で蛇行した今回の
調査区間では最大の問題点である．この河岸洗掘
により，国境石崩落の危険性が増すと考えられる． 
現状では床止めが河床の洗掘を防ぐ最も有効的

な対策案として挙げられる．勾配が急な国境石存
在地点の付近で床止めを行い，土砂が下流に輸送
されることを防止し，勾配を緩くすることで掃流
力を低下させることができる 4)．床止めの他に，
巨石を河床に敷き詰めて石張りを行うという対策
も考えられる．下流側で石による根固工を行い，
石を敷き詰めて河床を上昇させ，河床低下を防ぐ．
また，国境石存在付近で巨石を石積みするという
対策案についても積極的に検討するべきである 5)．
高水敷に連続的に配置した巨石の低減効果により
河床・河岸が保護され，巨石が縦断的に連続して
存在したことにより河岸に作用する流れのエネル
ギーが減勢されて浸食が抑制されることが考えら
れる． 
5.今後の課題 
①河床低下は数センチ程度であるため，レーザー
スキャナ測量を実施して詳細な検討を行う． 
②五ヶ山ダムの状況別の水位を調査し，貯水容量
ごとの水没シミュレーションを行い，どれくらい
の掃流力で流れるかどうかを明らかにする． 
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図-5 左岸流路河床勾配 

図-4 左岸流路河床比較 

図-6 右岸流路河床比較 

図-7 右岸流路河床勾配 
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